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及 ぼ す 影響，186は 土 中温度条件 の 影響 に 関 す る も の で あ っ た。

184で は，凍結 メ カ ニ ズム とア イ ス レ ン ズの 発 生 プロ セ ス に 関 し

て，新 た に土 粒 子の 割裂強度 とい う観 点 か らア イ ス レン ズ の 発生

を 推定 した もの で，興味深 か っ た。183と 184に 関 して，一
軸圧 縮

強度や他 の土 質定数 と割裂強度 の関 係に つ い て の 質疑 がな された。

185と186は新 たに提案す る室 内凍上試験 方法 に関 す るもの で，凍

上 率よ りも凍上 速度 に着目す る こ とに よ っ て，従来の 試験法 よ り

も正 確な精度の 高い凍上特性の 推定が 可能であ る と報告 して い る 。

質疑 で は，側面摩擦 の 影響な ど 試験 方法 に 関 す る こ とや ，室 内凍

上 試験法 の 意義 に つ い て 議論 が な さ れ た。187は 凍上 現象が 発生

した と きの 対策 と して反 力 盤 を 用 い た 凍 着
・
凍 上 抑 制 に関 す る研

究 で あ っ た。今後，発生 メカ ニ ズム，予測の ほ か に 更な る対策工

法の 検 討が 必要で あろ う。

　最後 に，本報告 をま とめ るに当た り，各セ ッ シ ョ ソ の 座長 を務

め，資料 を提 供 し て い た だい た 小田 和 広 氏 （大 阪大），加藤 満氏

（鴻池組）に 謝意を表 します。

3． 地盤材料　中間土
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　本 セ ヅ シ ョ ン の 発 表論 文は表一 1に 示 す よ うに 10編 で あ る。

表 で は 試料 形 態 に よ っ て 大 き く自然 堆積 粘土 と配 合 試料 に分 類 し

た。配 合試 料 は 中 間土 の 性 質 を調べ る こ と を 目的 に 細 粒分 と粗 粒

分の 土 試料 を 配 合 した合 成 土 で あ り，目的 に よ っ て そ の 配合形態

は異 な る。論文 を分類 する と自然堆積粘 土 と配合試 料に 均等 に 配

分 された。自然堆積粘土 は配合試料 に見 られない 特殊 な変形 ・強

度特性 を示 す こ とが知 られ て い る 。 そ の た めに 自然堆積粘土 の 力

学特性 か ら中間土 の 性質を 直接抽 出す る こ とが 難 しい 事惰を反 映

して，条件 の 管理 が容易 な配合試 料 を用 い た研究 が活発 に行 われ

て い る。粘 土分含有率 や細粒分含有率 は中間土の 性 質を表す定量

的指標 として 幅広 く用 い られ るが，合わせ て 塑性指数 も 中間土 の

力学特性 に関連付け て 調べ ら れ て い る （tg2，197）。 配合試料に

関す る基 礎 的デ
ー

タ を蓄積 して 自然堆積 粘土 を も含 む
一
般 的 な整

理 が 行 わ れ る こ と を期待 した い 。自然堆 積粘土 を対 象 とす る場合

に は配合試料 に 対 して ば らつ きの 影響や 不確 実性 の要 因 も大 き く，
一般 に統計 的な 手法 に よ る 研究が多 い よ うで あ る （189）。中 間土

の 力 学 的 性 質で は せ ん 断強度 が精力 的 に 調 べ られ て お り，変形 特

性に 関 す る研 究は 比 較的少 な い 。そ の 中 で粒 子形 状 の 変形特性 に

及ぼ す 影響 を DEM に よ っ て 明 ら か に しよ う とい う報 告 （194）

があ る。中間土 の 性質 を粒形 分布 の 視点 か ら整理 す る 試み は 中間

土の 性質 をス テ ッ プを踏 んで 明 らか に し て い く基礎的 な作業 で あ

表一1　 研 究 内容 の分 類 （10編 ）

り，重要 な ア プロ
ー

チ で あ る 。 例 え ば X 線 を用 い た土粒子 の 同

定 （tg8）の よ うな 調査法に 関す る 研究 は 純力学 的な ア プロ
ー

チ

とは異 なるが，精 力的に研 究 されてずい ぶ ん と成果 を挙げ てい る

よ うに思 われる。論 文 （196） は中間土 の 堆積構造 の 変 化を報告

して お り，興 味深い
。 ポロ キ シ メ ー

タ
ー

に よって土 の 間隙容積を

計測 して圧密過程 に お け る 自由空隙 と閉鎖 空隙 の変化を 示 して い

る。圧 力載荷 に 対 す る土 の 空 隙 の変化 は 自然 堆 積粘 土 と練返 し粘

土 に て傾 向の 異な る こ とを 明 ら か に して．こ の 現象 が 自然堆賃粘

土の 特異 な圧 密特性 の原 因 と示陵 して い る。中 間土 の 性質を表す

上 で 粘性土 的か 砂質土的 か と い う表 現は よ く用 い られ る。しか し，

こ の 表現 は 中 間 土 の 性 質を 端 的 に表 して い る半面 で，粘性 土 の せ

ん 断 挙動 を非 排水 的 か排 水 的 か と表 現す る の に似 て い て や は り実

情 を正 確 に 表現 し て い な い 。『中 間』 土 の 性 質が よ り合理的 に 表

現 される た めに，今後 の研 究の 進展 を期待 した い 。

3． 地盤材料　砂質土 （液状化 1 ， 2 ， 微小ひ ずみ）
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　 本 部 門 で は 3セ ッ シ ョ ン 33編 の 研 究報 告 が 行 わ れ た。そ の 分

類 は表一 1の とお りで あ る。本部 門は，地盤 材料の 中の 砂質土 さ

らに 液状化 ・微 小ひ ずみ とグル ープ化 されて い る こ とか ら も，室

内試 験，特 に三 軸試験 を 用 い た研 究 発表 が主 とな っ て い た。前半

の 「液状化 」 で は，細 粒分 を 含む 砂 質土 や特殊 土 さ らに ，試 料 作

成 方法や 密度，飽和 度の 違 い に よ る土 その もの の 性 質に 関す る も

の や，異方応 力や初 期せ ん断応力，過圧 密度の 違 い ，不撹乱試料

の 乱れ に関す る もの，また不 規則 波等の 地震 時の 応 力や拘 束条件

に 関す る もの 等，液 状化強度 に 影響 を及 ぼす要因 を報 告 した もの

が あ っ た 。

一
方 ，

「微小ひ ずみ 」で は ， BE （ベ ン ダー
エ レ メ ン ト）

や LDT （局 所変位計）等を 用 い た 室内三 軸 試験 で の適応 事例 に

よ り砂質土の 構造異 方性 や応力履歴 に よ り徴小 ひずみ領域 に おけ

る変 形特性 へ の 影響 を報告 した もの があった。以下 セ ッ シ ョ ン 毎

に 内容 を紹介 す る。

表
一1　 研究 内容 の 分類 （33編 ）

珊
　　　．1十

・ 纐 1翻 内　　 　 　 　 　 容

　　　　　　　　　　．． 一
液状化 液状 化強度

14

噴 砂 （200，201），試料 の 作成方 法 〔202），韓国標準砂

（210〕，粘土混 じり砂 〔207，217〕，不撹乱試料 の 乱れ

1203），過圧密 （205，216），流動限界 （211），異方性

（208，209，214），細粒分 （215）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　
間隙水圧 1 過 剰間隙水月「

一
ひ ず み 関係 〔212 〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

数値解析 1 細 粒分 を含 む砂質土の液状 化挙動 〔20の

液状 化後 ・
　 　 　 　 　 1

大変 形時の 1

特性

6

非 排水 せん断 強度 （199＞、粘性 係数 〔206），微 小抵抗

領城 〔213），変形特性 （218 ），体積変化特 性 〔219 ，220）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　．．

微小 ひ ず

み

扉 素
レ メ ン ト

不 飽和砂 の 液状化 （221），液状 化過程 （222〕，供 試 体

の 乱 れ （226），応 力履歴 （228 ），異方性 （229〕　　　　　　　　　「
LDT 2 中空ね じり試 験 へ の適用 （224），異方性 （227〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
その 他

4
三 軸試 験装置 の 開 発 〔223），異方性 （230〕，応 力履歴

〔231），し らす 〔225 〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一．一 一

液状 化 1 （199〜209）： 199は 液状化後の 変 形特性 を もとに液状化

に よ る構造物 へ の 影響 を評価 す る新た な提 案 で あ る。200 と201は

22 　 　 土 と基礎，49− 12 （52T）
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